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朱
薫
に
お
け
る
　
「
士
」
　
意
識
と
　
「
学
」

一
　
は
じ
め
に

二
　
宋
代
の
士
と
朱
某
に
お
け
る
　
「
士
」
意
識

三
　
「
為
己
の
学
」
意
識
と
科
挙
の
学

四
　
「
為
己
の
学
」
　
と
朱
某
門
人
達

五
　
結
び
に

一
　
は
じ
め
に

中
国
社
会
は
、
成
熟
し
た
試
験
文
化
を
科
挙
試
験
と
い
う
か
た
ち
で
近
代
以

前
に
世
界
に
先
駆
け
て
形
成
し
た
。
宋
代
は
、
高
級
官
僚
登
用
の
柱
と
し
て
そ

の
し
く
み
と
運
用
法
が
確
立
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

明
、
清
時
代
に
は
、
い
わ
ゆ
る
　
「
朱
子
学
」
　
の
立
場
か
ら
儒
教
経
書
を
解
釈

す
る
問
題
が
科
挙
で
は
出
さ
れ
、
朱
子
学
は
社
会
的
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

た
。
し
か
し
そ
の
朱
子
学
思
考
が
形
成
さ
れ
た
南
末
の
朱
薫
(
二
三
〇
～
一

二
〇
〇
)
　
の
時
代
に
は
、
当
然
な
が
ら
、
そ
の
学
説
は
ま
だ
普
及
し
て
は
い
な

市
来
　
津
由
彦

い
。
中
国
の
試
験
文
化
の
一
環
と
し
て
朱
子
学
の
影
響
力
と
い
っ
た
課
題
を
考

察
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
学
説
の
形
成
と
普
及
の
ス
テ
ッ
プ
、
ま
た
、
広
く
は

学
ぶ
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
知
の
社
会
的
需
要
と
そ
れ
に
対
応
す
る
供
給
の

様
態
と
い
っ
た
こ
と
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
「
学
ぶ
」

こ
と
に
関
す
る
来
貢
の
意
識
と
、
そ
の
学
説
の
一
次
受
容
者
に
お
け
る
朱
薫
の

「
学
」
意
識
の
受
け
と
め
方
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
朱
薫
学
説
が
浸
透
す

る
し
く
み
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
〔
①
〕
。
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二
　
宋
代
の
士
と
朱
某
に
お
け
る
「
士
」
意
識

一
般
的
に
、
試
験
は
、
受
験
資
格
と
課
題
条
件
を
定
め
て
公
開
し
、
そ
の
課

題
の
達
成
度
を
一
定
の
評
価
基
準
に
あ
わ
せ
て
評
価
す
る
と
い
う
し
く
み
を
と

る
。
そ
し
て
試
験
は
往
々
に
し
て
社
会
資
源
や
権
力
の
再
配
分
、
社
会
階
層
の

分
化
決
定
の
平
和
的
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

王
朝
統
治
に
た
ず
さ
わ
る
統
治
層
を
中
国
で
は
歴
代
、
「
士
」
　
と
い
う
語
で

記
述
し
て
き
た
が
、
科
挙
試
験
が
こ
の
統
治
層
の
人
材
登
用
の
柱
と
な
っ
た
宋
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代
以
降
は
、
広
い
意
味
の
科
挙
シ
ス
テ
ム
が
「
士
」
　
の
存
立
根
拠
と
な
っ
た
〔
②
〕
。

科
挙
が
　
「
士
」
　
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
　
「
士
」
　
の

生
き
方
を
問
う
思
想
も
、
科
挙
と
密
接
に
絡
ま
り
合
う
。
そ
の
絡
ま
り
合
い
の

中
で
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
朱
薫
思
想
も
表
出
さ
れ
語
ら
れ
読
ま
れ
る
の
だ
が
、

そ
の
理
念
の
世
界
に
入
る
前
に
、
科
挙
の
社
会
的
機
能
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

少
し
く
確
認
し
て
お
き
た
い
。

王
朝
は
科
挙
試
験
を
課
す
る
こ
と
に
よ
り
、
統
治
層
に
い
る
側
と
民
間
側

と
を
問
わ
ず
能
力
あ
る
人
材
を
広
く
吸
収
し
、
人
々
の
政
治
参
加
を
促
し
た
。

そ
の
合
格
者
親
族
に
は
、
親
族
も
含
め
て
税
役
や
刑
罰
の
免
除
や
軽
減
な
ど

の
特
権
が
原
則
と
し
て
一
代
限
り
で
与
え
ら
れ
た
。
最
終
合
格
の
　
「
進
士
」

資
格
の
獲
得
に
ま
で
至
ら
な
く
て
も
、
そ
の
前
段
階
の
試
験
の
合
格
で
も
、

そ
の
段
階
ご
と
の
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
特
権
は
権
益
を
生
む
。
科
挙

参
加
者
は
、
そ
の
政
治
参
加
に
伴
う
特
権
を
生
か
し
て
、
そ
の
人
の
本
拠
地

地
域
等
に
お
け
る
勢
力
、
権
益
の
拡
大
を
は
か
る
。
「
天
下
の
民
に
平
安
を
も

た
ら
す
　
(
経
世
済
民
)
」
　
と
い
う
高
邁
な
理
想
に
燃
え
て
科
挙
を
受
け
、
政
治

参
加
に
向
か
う
者
も
い
る
で
は
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
地
方
試
験
を
合
格
し

た
だ
け
で
末
端
地
域
社
会
で
横
暴
な
振
る
舞
い
を
す
る
　
「
士
」
　
が
多
く
い
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
う
し
た
問
題
を
う
か
が
う
の
に
格
好
の

資
料
と
し
て
近
年
研
究
が
進
ん
で
い
る
『
清
明
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
話

を
の
せ
る
。

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぷ

当
職
昨
く
州
軍
を
領
し
、
巳
に
開
く
、
姿
州
に
金
鐘
の
二
姓
の
人
有
り

た

が

　

　

　

　

　

　

　

　

か

と

て
、
迭
い
に
唇
歯
と
為
り
、
、
詳
徒
を
教
唆
し
、
財
物
を
脅
し
取
り
、
大
い

き
ん

に
民
の
害
と
為
る
を
。
方
に
追
上
根
究
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
豊
に
努
を
積

み
悪
を
稔
ら
す
と
謂
わ
ん
や
、
乃
ち
楊
登
龍
の
姜
氏
を
訴
う
る
の
事
に
因

す

り
て
、
自
ら
意
綱
に
投
ず
。
是
れ
天
之
を
鋤
け
る
な
り
。
金
千
二
は
勢
家

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

の
幹
僕
に
係
る
の
子
、
鐘
炎
は
州
更
の
鍾
嘩
に
係
る
の
子
な
り
。
狼
貪
虎

ぜ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ど

う

か

ん

瞳
に
し
て
、
種
習
相
伝
す
。
棒
幹
・
森
吏
の
子
な
る
を
以
て
し
て
、
而

し
て
又
た
各
を
静
臍
監
如
し
、
配
か
掛
挙
に
許
す
。
仕
れ
虎
け
い
で
静
か

か
着
な
い
。
「
州
県
は
我
を
如
何
と
も
す
る
無
く
、
棒
も
す
ら
我
に
喫
せ

ゆ
え

し
む
る
に
到
ら
ざ
ら
ん
」
　
と
称
し
、
所
以
に
州
県
に
出
入
す
る
を
敢
え
て

し
、
善
良
を
欺
圧
す
る
を
敢
え
て
し
、
刑
名
に
干
預
す
る
を
敢
え
て
し
、

ま

い

な

い

　

　

　

け

い

し

▲

く

教
唆
脅
取
を
敢
え
て
し
、
賊
を
行
い
計
嘱
す
る
を
敢
え
て
す
。
金
千

の
ぞ

二
は
曾
て
楼
を
造
り
県
街
を
囲
み
、
本
県
に
断
治
毀
折
せ
ら
る
。
鐘
炎
は

陳
伯
の
陳
論
を
招
き
、
本
州
に
下
学
屏
斥
せ
ら
る
。
…
(
悪
逆
無
道
で
、

ま
さ

獄
中
で
も
宴
会
三
昧
。
奪
っ
た
も
の
は
こ
れ
こ
れ
。
よ
っ
て
)
…
並
び
に
合
に

鯨
配
し
て
、
以
て
将
来
の
戒
と
為
す
べ
き
も
、
士
友
曾
て
之
が
為
め
に
請

い
、
当
職
も
曾
て
之
に
末
減
を
許
せ
ば
、
金
千
二
は
脊
杖
十
五
、
編
管
二

し
ら

千
里
に
決
す
。
鐘
炎
は
礼
部
に
申
し
て
駁
放
す
る
を
免
じ
、
更
に
勘
べ
を

ち
く
へ
い

免
じ
、
竹
箆
二
十
、
編
管
一
千
里
に
決
し
、
臓
を
監
す
る
を
免
ず
。
即

日
押
行
す
。
(
当
職
昨
領
州
軍
、
巳
聞
肇
州
有
金
鐘
二
姓
人
、
迭
為
唇
歯
、
教
唆

諦
徒
、
脅
取
財
物
、
大
為
民
害
。
方
欲
追
上
根
究
、
皇
謂
積
雰
稔
悪
、
乃
因
楊
登

龍
訴
姜
氏
事
、
自
投
憲
綱
。
是
天
鋤
之
也
。
金
千
二
係
勢
家
幹
僕
之
子
、
鐘
炎
係

州
吏
鐘
時
之
子
。
狼
貪
虎
畦
、
種
習
相
伝
。
以
狩
幹
・
諒
吏
之
子
、
而
又
冒
名
郡

犀
、
冒
鈷
郷
挙
。
比
虎
両
翼
者
也
。
称
r
州
県
無
知
我
何
、
棒
不
到
我
喫
」
、
所
以

敢
於
出
入
州
県
、
敢
於
欺
圧
善
良
、
敢
於
干
預
刑
名
、
敢
於
教
唆
脅
取
、
敢
於
行

豚
計
嘱
。
金
千
二
曾
造
楼
閻
県
街
、
為
本
県
断
治
毀
折
。
鐘
炎
招
陳
伯
陳
論
、
為

本
州
下
学
屏
斥
。
…
…
並
合
簸
配
、
以
為
将
来
之
戒
、
士
友
曾
為
之
請
、
当
職
曾

許
之
末
減
、
金
千
二
決
脊
杖
十
五
、
編
管
二
千
里
。
鍾
炎
免
申
礼
部
駁
放
、
更
免
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勘
、
決
竹
箆
二
十
、
編
管
一
千
里
、
免
監
臓
。
即
日
押
行
。
)

(
『
清
明
集
』
巻
一
三
、
懲
悪
門
、
譚
徒
　
「
詳
鬼
訟
師
」
)

「
冒
名
郡
厚
、
冒
鈷
郷
挙
」
　
と
い
う
箇
所
は
、
州
学
に
通
う
資
格
、
科
挙
の
地

方
試
験
合
格
の
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
資
格
に
よ
り
、

権
益
の
追
求
や
横
暴
な
振
る
舞
い
が
可
能
と
な
る
。
そ
う
し
た
一
面
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
科
挙
の
受
験
者
が
途
切
れ
ず
増
加
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

に
当
時
の
人
々
が
科
挙
に
向
か
う
一
面
の
実
態
を
み
て
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
と
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
〔
③
〕
。

科
挙
を
行
う
こ
と
は
、
思
惑
は
同
じ
で
は
な
く
と
も
、
王
朝
側
に
も
民
間
側

に
も
以
上
の
よ
う
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
。

そ
の
科
挙
は
、
韻
文
と
散
文
の
文
章
を
作
成
す
る
試
験
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

文
化
の
、
特
に
文
章
文
化
が
科
挙
を
軸
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
、

文
章
表
現
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
、
よ
か
れ
悪
し
か
れ
　
「
学
ぶ
」
　
と
い
う
こ
と

と
社
会
の
知
の
基
本
と
な
っ
て
い
く
〔
④
〕
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
長
い
経
緯
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
以
下
、
「
朱
子
学
」
　
の
源
と
な
っ
た
初
発
の

来
貢
に
お
い
て
、
「
士
」
　
で
あ
る
こ
と
、
文
章
、
「
学
ぶ
」
　
と
い
う
こ
と
そ
の

も
の
な
ど
が
ど
う
意
識
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
意
識
が
そ
の
一
次
受
容
者
に
ど
う

受
容
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
そ
の
一
次
受
容
者
達
に
彼
の
学
説
が

支
持
さ
れ
る
理
由
が
、
ま
ず
は
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

科
挙
が
　
「
士
」
　
の
存
立
根
拠
で
あ
り
、
そ
の
士
の
側
か
ら
み
る
と
、
民
と
の

社
会
階
層
区
分
は
、
広
く
は
科
挙
を
受
験
す
る
能
力
を
持
つ
こ
と
、
狭
く
は
合

格
の
結
果
と
し
て
与
え
ら
れ
る
資
格
に
よ
る
。
そ
の
能
力
と
資
格
の
獲
得
に
は
、

文
章
表
現
の
訓
練
と
い
う
　
「
学
び
」
　
が
必
要
で
あ
っ
た
。

士
と
民
と
の
こ
う
し
た
差
異
と
、
そ
の
由
来
と
し
て
の
　
「
学
ぶ
」
　
こ
と
と
か

知
の
あ
り
方
を
、
来
貢
は
ど
う
意
識
し
て
い
た
か
。
端
的
に
い
う
と
、
一
面
で

は
彼
は
、
「
士
」
　
の
立
場
か
ら
　
「
民
」
　
と
の
差
異
意
識
を
厳
と
し
た
も
の
と
し

て
有
し
て
い
た
。
と
同
時
に
、
他
方
、
そ
の
士
と
民
と
の
差
異
意
識
を
「
学
ぶ
」

と
い
う
こ
と
を
基
準
に
し
て
表
明
す
る
。
「
学
び
」
　
を
基
準
と
し
て
士
庶
と
の

差
異
意
識
を
表
明
す
る
の
は
、
彼
が
ま
さ
に
科
挙
シ
ス
テ
ム
文
化
の
時
代
に
生

ま
れ
た
故
の
刻
印
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
役
割
分
担
上
で
士
と
民
と
の
間
に
区
別
が
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
民
と
の
関
係
に
お
い
て
士
は
士
と
し
て
の
自
覚
を
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
言
い
方
が
彼
に
あ
る
。
一
一
九
〇
年
朱
薫
六
十
一

歳
に
津
州
知
事
に
就
任
し
た
と
き
の
、
全
十
条
か
ら
な
る
有
名
な
御
触
書
に
は
、

熟
年
に
お
け
る
、
外
へ
表
明
す
る
レ
ベ
ル
で
の
彼
の
熟
し
た
士
民
意
識
が
集
中

的
に
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
第
六
条
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

勧
諭
す
。
宮
戸
は
既
に
仕
官
の
家
と
称
す
れ
ば
、
即
ち
凡
民
と
異
な
る
有

り
。
尤
も
当
に
分
に
安
ん
じ
理
に
循
う
べ
し
。
務
め
は
己
に
克
ち
人
を
利

す
る
に
在
り
。
又
た
況
ん
や
郷
郷
は
親
旧
に
非
ざ
る
無
き
を
や
。
山
豆
に
強

を
侍
み
て
弱
を
凌
ぎ
、
冨
を
以
て
貧
を
呑
む
可
け
ん
や
。
盛
衰
は
循
環
す
。

宜
し
く
深
く
思
う
べ
き
所
な
り
。
(
勧
諭
。
官
戸
既
称
仕
官
之
家
、
即
与
凡
民

有
異
。
尤
当
安
分
循
理
。
務
在
克
己
利
人
。
又
況
郷
都
無
非
親
旧
。
豊
可
侍
強
凌

弱
、
以
冨
呑
貧
。
盛
衰
循
環
。
所
宜
深
思
。
)

(
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
-
以
下
、
『
朱
集
』
と
略
記
-

巻
一
〇
〇
「
勧
諭
梯
」
)

官
戸
に
な
る
と
社
会
的
に
強
く
な
っ
た
立
場
か
ら
民
を
圧
迫
す
る
の
が
常
態
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
そ
の
上
で
欲
得
に
趨
ら
な
い
よ
う
に
自
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己
規
制
を
彼
は
呼
び
か
け
る
。
士
庶
の
分
と
役
割
分
担
の
意
識
が
、
こ
の
表
現

の
前
提
と
し
て
来
貢
の
心
の
底
に
あ
る
の
が
み
て
と
れ
よ
う
。

そ
し
て
後
者
の
士
庶
の
区
分
を
「
学
」
に
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

来
貢
が
思
想
的
自
立
を
す
る
は
る
か
以
前
の
、
な
お
　
「
士
」
　
と
し
て
の
素
朴
な

意
識
を
持
ち
始
め
た
頃
の
彼
二
十
四
歳
、
泉
州
同
安
県
の
出
納
係
赴
任
時
に
、

県
の
学
校
の
学
生
に
向
け
た
説
示
の
一
節
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

(
略
)
此
れ
先
王
の
教
え
の
盛
ん
と
為
す
所
以
な
り
。
(
そ
の
先
王
の
ー
市

来
)
学
絶
え
て
道
喪
わ
れ
て
よ
り
、
今
に
至
る
ま
で
千
有
余
年
、
学
校
のさ

く

官
に
教
養
の
名
有
る
も
、
之
を
教
え
之
を
養
う
の
実
無
し
。
学
ぶ
者
は
菜

た
わ
む

を
挟
む
も
相
い
与
に
其
の
間
に
嬉
れ
、
其
の
傑
然
た
る
者
は
乃
ち
禄
を

も
と干

め
利
を
踏
む
を
以
て
事
と
為
す
を
知
る
も
、
聖
賢
の
余
旨
を
語
り
、

J
U
-
つ
こ

学
問
の
本
原
を
究
む
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
岡
平
と
し
て
其
の
心
を
用
う

る
所
以
の
者
を
知
る
莫
く
、
其
の
規
為
動
息
、
挙
げ
て
以
て
凡
民
に
異
な

る
無
く
し
て
甚
し
き
者
有
り
。
(
略
)
。
(
比
先
王
之
教
所
以
為
盛
也
。
自
学
絶

而
道
喪
、
至
今
千
有
余
年
、
学
校
之
官
有
教
養
之
名
、
而
無
数
之
養
之
之
実
。
学

者
挟
実
而
相
与
嬉
其
間
、
其
傑
然
者
乃
知
以
干
禄
踏
利
為
事
、
至
於
語
聖
賢
之
余

旨
、
究
学
問
之
木
原
、
則
岡
乎
莫
知
所
以
用
其
心
者
、
其
規
為
動
息
、
挙
無
以
異

於
凡
民
而
有
甚
者
蔦
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
『
朱
集
』
巻
七
四
「
諭
諸
生
」
)

「
士
と
し
て
学
ぶ
こ
と
を
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
凡
民
と
同
じ
だ
」
と
い
う
と
こ

ろ
に
は
、
士
庶
の
区
別
か
ら
す
を
「
士
」
意
識
と
、
「
学
び
」
に
向
か
う
か
否

か
を
そ
の
区
分
基
準
と
す
る
意
識
を
彼
が
若
年
時
に
抱
い
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
朱
某
に
思
想
的
自
立
が
お
と
ず
れ
る
直
前
の
三
十
八
歳
時
に
、

そ
の
居
住
地
域
で
洪
水
被
害
の
視
察
を
し
た
感
想
を
あ
る
門
人
に
語
っ
た
書
簡

の
一
節
で
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

(
略
)
薫
崇
安
の
水
災
を
以
て
、
諾
司
の
枚
を
被
り
来
た
り
て
、
県
官

と
賑
他
の
事
を
議
し
、
因
り
て
之
が
為
め
に
山
間
を
遁
走
し
、
十
日
に
し

お
お
む
ね

て
後
ち
返
る
。
大
率
今
時
の
肉
食
の
者
は
漠
然
と
し
て
民
に
意
無
く
、
直

こ
つ

に
是
れ
与
に
事
を
図
り
難
し
。
知
ら
ず
比
の
箇
の
端
緒
、
何
の
故
に
泊
没

あ
ら
わ

し
得
て
此
く
の
如
く
頭
影
を
見
さ
ざ
る
や
。
因
り
て
知
る
、
若
し
此
の

学
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
天
下
の
事
は
決
し
て
為
す
可
き
の
理
無
か
ら
ん

こ
と
を
。
(
略
)
。
(
某
以
崇
安
水
災
、
被
諸
司
撤
来
、
与
県
官
議
賑
他
事
、
因
為

之
遍
走
山
間
、
十
日
而
後
返
。
大
率
今
時
肉
食
者
漠
然
無
意
於
民
、
直
是
難
与
図

事
。
不
知
此
箇
端
緒
、
何
故
泊
没
得
如
此
不
見
頭
影
。
因
知
若
此
学
不
明
、
天
下

事
決
無
可
為
之
理
。
)
　
　
　
(
『
朱
集
』
巻
四
三
　
「
答
林
択
之
」
　
第
一
番
)

災
害
救
済
の
活
動
に
お
い
て
困
っ
て
い
る
民
を
民
間
の
富
裕
者
が
み
よ
う
と
は

せ
ず
協
力
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
「
学
」
の
あ
る
な
し
と
い
う
こ
と
で
解
釈
し
、

学
な
き
民
間
の
富
裕
者
と
　
「
こ
の
学
(
儒
学
)
」
　
に
明
る
い
わ
れ
わ
れ
　
「
士
」

と
い
う
よ
う
に
、
「
学
」
　
に
区
分
基
準
を
置
く
　
「
士
」
　
意
識
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
「
学
」
　
を
基
準
と
し
つ
つ
士
庶
の
差
異
意
識
を
持
つ
と
い
う
そ
の

先
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
言
い
方
を
し
つ
つ
現
在
　
「
士
」
　
で
あ
る
こ
と

の
立
場
に
安
住
す
る
と
、
「
庶
」
　
の
者
は
学
ば
な
い
か
ら
庶
で
あ
り
、
「
学
」

は
庶
に
は
不
要
だ
と
い
う
考
え
方
に
至
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
基
本
的
に

朱
某
は
、
知
る
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
民
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
考
え
は
持
っ

て
い
な
か
っ
た
〔
⑤
〕
。
む
し
ろ
理
念
上
は
、
士
も
民
も
同
じ
く
向
上
の
努
力
を

す
る
存
在
で
あ
る
と
彼
は
捉
え
る
。
そ
の
こ
と
に
お
い
て
人
は
同
じ
あ
り
方
を

し
て
い
る
と
す
る
見
方
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
主
観
に
即
し
た
場
合
の
そ
の
思

想
・
学
説
の
柱
と
な
る
「
修
己
治
人
」
論
を
彼
は
提
唱
し
た
〔
⑥
〕
。
す
な
わ
ち
、

自
己
の
修
養
が
深
ま
る
と
、
他
者
が
同
じ
く
自
己
修
養
し
て
い
る
と
き
の
悩
み
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の
様
態
が
見
え
て
き
て
そ
の
他
者
へ
の
働
き
か
け
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
他
者

は
そ
の
働
き
か
け
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
自
力
で
自
己
の
修
養
を
深
め
、
そ
う
し
た

連
鎖
に
よ
っ
て
社
会
が
安
定
し
て
い
く
、
と
彼
は
説
く
の
で
あ
る
〔
⑦
〕
。
「
学

ぶ
」
と
い
う
こ
と
の
究
極
の
目
標
は
、
彼
の
主
観
に
即
し
て
は
、
こ
の
　
「
修
己

治
人
」
と
い
う
こ
と
の
実
践
と
そ
の
実
現
と
で
あ
っ
た
。

現
実
の
士
と
庶
の
分
を
反
映
し
そ
の
社
会
的
役
割
分
担
を
意
識
し
っ
つ
、
士

庶
の
階
層
を
意
識
上
で
橋
渡
し
す
る
の
も
、
階
層
区
分
は
あ
り
つ
つ
協
同
で
社

会
関
係
を
理
想
の
も
の
に
も
た
ら
し
て
い
く
は
ず
の
も
の
も
「
学
」
　
で
あ
る
と

い
う
の
が
、
彼
に
お
け
る
理
念
上
の
　
「
学
」
　
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

三
　
「
為
己
の
学
」
意
識
と
科
挙
の
学

朱
薫
は
、
こ
の
　
「
修
己
治
人
」
論
の
立
場
か
ら
、
「
学
ぶ
」
と
は
、
広
く
「
自

身
の
向
上
の
た
め
　
(
為
己
)
」
　
の
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
「
為
己
の
学
」
　
す
な
わ

ち
　
「
自
身
の
向
上
の
た
め
の
学
び
」
　
と
い
う
こ
の
言
葉
は
、

子
日
く
、
古
え
の
学
ぶ
者
は
己
の
為
め
に
し
、
今
の
学
ぶ
者
は
人
の
為
め

に
す
。
(
子
日
、
古
之
学
者
為
己
、
今
之
学
者
為
人
。
)
　
　
　
(
『
論
語
』
憲
間
)

と
い
う
言
葉
に
も
と
づ
く
。
当
該
箇
所
の
　
『
論
語
集
注
』
は
、
「
程
子
日
く
」

と
し
て
、○

程
子
日
く
、
己
の
為
め
に
す
る
は
、
之
を
己
に
得
ん
と
欲
す
る
な
り
。

人
の
為
め
に
す
る
は
、
人
に
知
ら
れ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
○
程
子
日
く
、

古
の
学
ぶ
者
は
己
の
め
に
し
、
其
の
終
り
は
物
を
成
す
に
至
る
。
今
の
学

ぶ
者
は
人
の
為
め
に
し
、
其
の
終
り
は
己
を
喪
う
に
至
る
。
(
○
種
子
日
、

為
己
、
欲
得
之
於
己
也
。
為
人
、
欲
見
知
於
人
也
。
○
程
子
日
、
古
之
学
者
為
己
、

其
終
至
於
成
物
。
今
之
学
者
為
人
、
其
終
至
於
喪
己
。
)

と
、
程
子
の
言
葉
二
条
を
引
く
。
前
者
が
言
葉
の
定
義
、
後
者
が
そ
の
効
果
を

言
う
。
「
為
己
」
　
は
自
身
に
得
る
こ
と
、
「
為
人
」
　
は
、
人
に
知
ら
れ
よ
う
と

す
る
こ
と
。
前
者
の
　
「
為
己
」
と
の
対
比
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
自
身
が
わ
か
っ
て
い
る
か
を
み
ず
か
ら
問
う
こ
と
な
く
外
か
ら
の
評
価

を
得
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
自
己
意
識
と
も
い
え
る
こ
の
　
「
為
己
の
学
」
と

い
う
言
葉
を
、
朱
薫
は
、
科
挙
の
た
め
の
受
験
勉
強
と
し
ば
し
ば
対
置
さ
せ
て

説
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
若
き
頃
の
最
初
の
赴
任
地
に
お
け
る
県
学
の
学
生
に

対
す
る
挨
拶
に
お
い
て
、

(
略
)
夫
れ
学
ぶ
と
は
己
の
為
め
に
す
る
所
以
な
り
。
而
し
て
士
た
る
者
、

或
い
は
貧
鰻
な
れ
ば
勢
と
し
て
学
ぶ
を
得
ざ
る
と
学
ぶ
に
所
無
き
と
を
患

う
る
の
み
。
勢
と
し
て
学
ぶ
を
得
て
又
た
学
ぶ
に
所
無
し
と
為
さ
ざ
る
も
、

猶
お
勉
め
ざ
れ
ば
、
走
れ
亦
た
未
だ
嘗
て
学
ぶ
に
志
有
ら
ざ
る
の
み
。
然

れ
ど
も
此
れ
士
の
罪
に
は
非
ざ
る
な
り
。
教
え
素
と
よ
り
明
ら
か
な
ら
ずつ

し
て
、
学
素
よ
り
講
ぜ
ら
れ
ざ
れ
ば
な
り
。
今
の
世
父
の
其
の
子
に
詔

は
l
一
り

ぐ
る
所
以
、
兄
の
其
の
弟
を
勉
ま
す
所
以
、
師
の
其
の
弟
子
に
教
う
る

お

所
以
、
弟
子
の
学
ぶ
所
以
は
、
科
挙
の
業
を
舎
き
て
は
、
則
ち
為
す
無
き

な
り
。
(
略
)
。
(
夫
学
者
所
以
為
己
、
而
士
者
或
患
貧
賎
、
勢
不
得
学
与
無
所
於

学
而
巳
。
勢
得
学
又
不
為
無
所
於
学
、
而
猶
不
勉
、
是
亦
未
嘗
有
志
於
学
而
巳
臭
。

然
比
非
士
之
罪
也
。
教
不
索
明
、
而
学
不
素
講
也
。
今
之
世
父
所
以
詔
其
子
、
兄

所
以
勉
其
弟
、
師
所
以
教
其
弟
子
、
弟
子
之
所
以
学
、
舎
科
挙
之
業
、
則
無
為
也
。
)

(
『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
四
　
「
同
安
県
諭
学
者
」
。
二
十
四
歳
頃
)

と
い
う
。
学
び
の
本
質
は
「
自
身
の
向
上
の
た
め
」
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
「
科
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挙
の
業
」
　
が
覆
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
、
あ
ろ
う
こ

と
か
そ
の
科
挙
の
業
の
訓
練
の
場
に
向
け
て
説
く
。
こ
こ
か
ら
は
、
そ
の
思
想

的
自
立
の
以
前
か
ら
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
対
比
の
発
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
当
該
部
分
だ
け
を
引
く
が
、

(
前
略
。
陳
)
師
徳
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
秀
異
に
し
て
、
該
幼
よ
り
巳

に
成
人
の
度
有
り
。
年
十
二
三
な
れ
ば
、
則
ち
巳
に
古
人
為
己
の
学
を
知

い
さ
ぎ

り
て
、
挙
子
の
文
を
為
る
を
屑
よ
し
と
せ
ざ
り
き
。
(
略
)
。
(
師
徳
生
秀
異
、

自
該
幼
巳
有
成
人
之
度
。
年
十
二
三
、
則
巳
知
古
人
為
己
之
学
、
而
不
屑
為
華
子

之
文
臭
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
『
朱
集
』
巻
九
一
「
陳
師
徳
墓
誌
銘
」
)

と
い
う
の
は
、
科
挙
の
た
め
の
文
章
訓
練
の
を
他
人
の
評
価
に
と
ら
わ
れ
る
学

習
だ
と
み
な
し
つ
つ
、
そ
の
対
極
に
位
置
す
る
学
び
が
′
「
為
己
の
学
」
だ
と
い

う
意
味
で
、
二
つ
の
学
を
対
比
的
に
語
る
も
の
で
あ
る
。
陳
定
、
字
師
徳
は
、

朱
薫
と
同
じ
福
建
地
域
か
ら
出
て
来
貢
と
親
交
が
あ
っ
た
宰
相
陳
俊
卿
の
三
男

で
あ
る
。
一
一
七
四
年
、
朱
薫
四
十
五
歳
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
朱
薫
は
　
「
為
己
の
学
」
　
を
科
挙
の
学
に
対
置
さ
せ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
対
置
だ
け
を
み
れ
ば
、
「
為
己
の
学
」
、
す
な
わ
ち
自
身
の
向
上
の

た
め
の
学
び
は
、
科
挙
の
た
め
の
学
習
を
拒
否
し
、
ひ
い
て
は
科
挙
受
験
を
と

が
め
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
一
見
み
え
る
。
し
か
し
問
題
は
そ
う
単
純

で
は
な
い
。
「
為
己
」
　
と
い
う
こ
と
を
対
置
す
る
こ
の
よ
う
な
言
い
方
に
お
い

て
、
朱
薫
が
科
挙
に
い
か
な
る
問
題
を
み
て
い
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
彼
の
科
挙
論
の
う
ち
、
∴
文
章
表
現
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て

朱
薫
の
論
評
を
み
る
と
、
右
の
　
「
為
己
の
学
」
　
と
科
挙
の
学
と
の
対
置
と
ま
さ

に
並
行
す
る
よ
う
な
言
い
方
と
し
て
、
科
挙
合
格
の
た
め
の
文
章
表
現
向
上
の

訓
練
の
学
と
、
自
身
の
心
の
向
上
を
あ
ら
わ
す
た
め
の
文
章
表
現
の
学
と
を
対

置
さ
せ
る
思
考
を
彼
が
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
び
あ
が
る
。

受
験
者
の
側
か
ら
い
う
と
、
科
挙
に
お
け
る
自
己
表
現
の
道
具
は
韻
文
作
成

の
技
術
も
含
め
て
　
「
文
章
」
　
で
あ
り
、
合
否
は
そ
の
文
章
表
現
の
良
し
あ
L
で

決
ま
る
。
受
験
者
は
合
格
を
目
指
し
て
文
章
技
術
を
訓
練
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
章
に
よ
る
表
現
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
も
科
挙
の
場

に
限
定
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
も
と
よ
り
士
大
夫
間
の
日
常
の
思

考
や
感
情
の
表
現
に
広
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
科
挙
に
お
い
て
文
章
表

現
訓
練
と
い
う
場
に
人
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
認
め
た
上
で
、

こ
の
文
章
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
朱
薫
は
、
科
挙
合
格
の
た
め
の
文
章
訓
練
と
、

自
身
の
心
の
向
上
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
文
章
表
現
と
に
理
念
的
に
区
別
す
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
後
者
に
つ
い
て
、
「
道
」
　
と
　
「
文
」
　
と
の
一
致
と
い
う
こ

と
を
彼
は
言
う
。
そ
の
一
致
と
い
う
の
は
、
表
現
す
べ
き
内
容
と
そ
の
表
現
と

の
一
致
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
そ
の
意
味
は
、
士
と
し
て
の
生
き

方
の
　
(
特
に
倫
理
関
係
に
関
わ
る
)
諸
事
が
身
心
の
ふ
る
ま
い
レ
ベ
ル
ま
で
含
め

て
本
当
に
わ
か
っ
た
な
ら
ば
、
文
章
と
し
て
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
は
自
然
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
意
味
で
一
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に

お
い
て
こ
の
道
と
文
と
の
一
致
の
論
は
、
「
為
己
」
　
の
学
び
と
内
容
的
に
重
な

る
。
そ
し
て
そ
の
一
致
の
地
平
か
ら
み
れ
ば
、
科
挙
の
た
め
の
文
章
訓
練
は
、

表
現
す
べ
き
内
容
、
す
な
わ
ち
　
「
道
」
　
か
ら
　
「
文
」
　
を
切
り
離
せ
る
と
み
な
し

て
切
り
離
し
、
「
文
」
　
だ
け
を
追
究
す
る
も
の
と
朱
某
に
は
み
え
た
。
ま
た
朱

薫
か
ら
み
て
の
　
「
道
」
　
の
追
究
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
功

利
の
心
や
異
端
が
つ
け
い
る
余
地
が
生
ま
れ
る
と
も
み
え
た
。

こ
の
問
題
に
関
す
る
朱
薫
の
議
論
の
言
葉
は
、
蘇
氏
　
(
蘇
拭
、
轍
ら
)
　
の
文

章
の
学
を
批
判
す
る
、
朱
薫
三
十
五
～
三
十
七
歳
よ
り
四
十
歳
頃
に
わ
た
る
江
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応
辰
宛
て
書
簡
(
『
朱
集
』
巻
三
〇
r
答
江
尚
書
」
　
「
与
江
尚
書
」
)
　
に
す
で
に
明
瞭

な
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
論
は
、
朱
薫
四
十
代
の
も
っ

と
も
重
要
な
交
遊
者
で
、
科
挙
文
化
シ
ス
テ
ム
の
中
で
程
学
の
思
考
を
顕
彰
し

た
呂
祖
謙
と
朱
薫
と
の
、
蘇
献
∵
蘇
轍
の
文
章
の
学
に
関
す
る
論
議
に
引
き
継

が
れ
た
〔
⑧
〕
。
そ
う
し
た
論
議
の
熟
年
に
お
け
る
表
現
と
し
て
、
朱
薫
は
、
道

と
文
と
が
一
致
す
る
場
と
し
て
の
　
「
心
」
　
の
充
実
と
し
て
　
「
文
」
　
が
ど
れ
だ
け

ま
っ
す
ぐ
に
表
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
で
古
今
の
詩
文
を
批
評
し
、
「
唐

志
を
読
む
」
　
と
い
う
一
文
を
書
き
、
そ
こ
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
古
文
家
と
し
て

同
時
代
末
代
に
顕
彰
さ
れ
る
韓
愈
、
欧
陽
修
、
蘇
拭
ら
に
お
け
る
道
と
文
と
の

一
致
度
を
論
評
し
て
い
る
【
⑨
〕
。
そ
の
　
「
唐
志
を
読
む
」
　
の
中
の
言
葉
に
よ
っ

て
道
と
文
と
の
　
「
一
致
」
　
と
い
う
理
念
の
核
心
を
語
る
部
分
を
示
す
と
、
そ
れ

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

夫
れ
古
の
聖
賢
は
、
其
の
文
は
盛
ん
な
り
と
謂
う
可
し
。
然
れ
ど
も
初
め

よ
り
童
に
是
の
如
き
の
　
(
い
わ
ゆ
る
文
章
と
し
て
の
ー
市
来
)
文
を
為
す
を

学
ぶ
に
意
有
ら
ん
や
。
中
に
是
の
実
有
れ
ば
、
則
ち
必
ず
外
に
是
の
文
有

り
。
天
に
是
の
気
有
れ
ば
、
則
ち
必
ず
日
月
星
辰
の
光
耀
有
り
、
地
に
是

の
形
有
れ
ば
、
則
ち
必
ず
山
川
草
木
の
行
列
有
る
が
如
し
。
聖
賢
の
心

既
に
是
の
精
明
純
粋
の
実
有
り
て
、
以
て
其
の
内
に
勇
薄
充
塞
せ
ば
、
則

ち
其
の
外
に
著
見
す
る
者
も
、
亦
た
必
ず
自
然
に
條
理
分
明
に
し
て
、
光

お
お

輝
発
越
し
て
拾
う
可
か
ら
ず
。
蓋
し
必
ず
し
も
言
語
に
託
し
、
簡
冊
に
著

し
て
、
而
る
後
に
之
を
文
と
謂
わ
ず
。
位
だ
一
身
抄
か
争
l
ご
掛
す
か
か
午

ル
そ
井
伊
静
於
掛
静
、
大
介
静
で
舟
か
可
か
所
か
卦
、
卦
ぐ
か
い
で
史
む

非
卦
か
所
無
か
な
か
。
…
(
そ
れ
が
固
着
化
さ
れ
た
も
の
が
六
経
だ
。
以
下
・

略
。
)
…
。
(
夫
古
之
聖
賢
、
其
文
可
謂
盛
臭
。
然
初
宣
有
意
学
為
如
是
之
文
哉
。

有
是
実
於
中
、
則
必
有
是
文
於
外
。
如
天
有
是
気
、
則
必
有
日
月
星
辰
之
光
耀
、

地
有
是
形
、
則
必
有
山
川
草
木
之
行
列
。
聖
賢
之
心
既
有
是
精
明
純
粋
之
実
、
以

勇
薄
充
塞
乎
其
内
、
則
共
著
見
於
外
者
、
亦
必
自
然
條
理
分
明
、
光
輝
発
越
而
不

可
検
。
蓋
不
必
託
於
言
語
、
著
於
簡
冊
、
而
後
謂
之
文
。
但
自
一
身
接
於
万
事
、

凡
其
語
黙
動
静
、
入
所
可
得
而
見
者
、
無
所
通
而
非
文
也
。
)

(
『
朱
集
』
巻
七
〇
　
「
読
唐
志
」
)

「
聖
賢
」
　
に
あ
っ
て
は
、
社
会
生
活
に
お
け
る
日
常
の
政
治
行
為
、
身
体
の
振

る
舞
い
や
そ
れ
に
と
も
な
う
言
語
行
為
が
そ
の
ま
ま
　
「
文
」
　
で
あ
り
、
そ
れ
が

文
字
に
固
定
化
さ
れ
た
も
の
が
六
経
の
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
文
」
は
「
道
」

に
は
か
な
ら
ず
、
「
道
」
　
の
あ
ら
わ
れ
が
　
「
文
」
　
な
の
で
あ
る
。

こ
の
末
代
と
い
う
今
を
生
き
る
　
「
わ
れ
　
(
朱
薫
)
」
　
に
引
き
寄
せ
て
言
え
ば
、

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
経
書
の
言
葉
は
、
自

己
の
外
に
あ
る
遠
い
個
人
の
言
葉
で
は
な
い
。
先
に
　
「
修
己
治
人
」
　
と
い
う
理

念
を
朱
薫
が
掲
げ
た
と
い
う
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
そ
の
　
「
修
己
」
　
に
お
け
る
自

身
が
　
「
治
人
」
　
に
お
い
て
他
者
に
働
き
か
け
得
る
の
は
、
人
と
し
て
在
る
限
り

は
　
「
人
は
是
の
形
を
有
せ
ざ
る
莫
し
。
故
に
上
智
と
錐
も
〝
人
心
-
自
己
中
心

化
し
て
私
欲
に
と
ら
わ
れ
る
心
の
動
き
″
無
き
能
わ
ず
。
亦
た
是
の
性
有
ら
ざ
る

美
し
。
故
に
下
愚
と
雌
も
〝
道
心
-
理
想
の
社
会
を
目
指
し
て
向
上
し
よ
う
と
す
る

心
の
動
き
″
無
き
能
わ
ず
。
」
　
(
「
中
庸
章
句
序
」
)
と
い
う
よ
う
に
、
ど
ん
な
人
も

あ
り
方
と
し
て
は
同
じ
構
造
を
持
っ
て
存
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
基
礎
に
置
い
て
自
身
に
お
け
る
道
と
文
と
の
関
係
の
追
究
を
考
え
る

と
、
聖
人
賢
者
の
言
葉
や
振
る
舞
い
も
、
そ
れ
は
わ
れ
の
外
に
あ
る
書
物
上
の

言
葉
で
は
あ
る
が
、
そ
の
聖
賢
も
人
と
し
て
は
自
身
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
そ
の
言
葉
は
自
身
に
切
実
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
聖
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賢
が
み
て
と
っ
た
道
理
を
我
が
身
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
「
中
に
是
の
実
有
れ
ば
、
則
ち
必
ず
外
に
是
の
文
有
り
」
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
道
理
を
自
己
の
も
の
と
し
て
発
言
し
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
い
い
文
章
が
表
現
で
き
る
と
い
う
の
は
、
来
貢
に
と
っ
て
は
こ
こ
に
位
置

づ
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

道
と
文
と
の
一
致
と
い
う
こ
の
よ
う
な
理
念
か
ら
み
れ
ば
、
文
章
を
あ
ら
わ

す
と
い
う
の
は
、
表
現
す
べ
き
内
容
と
別
の
問
題
と
し
て
表
現
技
術
を
制
御
し

て
う
ま
く
書
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
文
章
の
評
価
基
準
は
、
「
(
倫
理
が
)

本
当
に
わ
か
っ
て
い
る
か
否
か
」
と
い
う
こ
と
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自

身
が
書
い
た
文
章
へ
の
批
評
を
求
め
て
き
た
林
轡
と
い
う
人
へ
答
え
た
書
簡
の

次
の
部
分
は
、
文
章
表
現
と
「
わ
か
る
」
こ
と
の
一
致
と
い
う
、
以
上
の
よ
う

な
思
考
が
前
提
に
な
っ
て
表
出
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

(
略
)
嘗
て
之
を
聞
け
り
。
学
の
道
は
辞
に
汲
汲
と
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。

あ
ら
必
ず
於
か
心
に
以
で
か
を
か
静
す
か
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
辞
に
見
わ
る

る
者
は
、
巳
む
を
得
る
に
非
ざ
る
な
り
。
是
を
以
て
古
の
言
を
立
つ
る
者

は
、
其
の
辞
は
粋
然
と
し
て
、
以
て
世
俗
に
異
な
る
を
期
せ
ず
、
後
の
之

を
読
む
者
は
、
其
の
卓
然
と
し
て
世
俗
の
士
に
非
ざ
る
を
知
る
。
今
ま
足

下
の
詞
は
富
め
り
。
其
の
主
意
立
説
は
高
し
。
然
れ
ど
も
類
む
ね
多
く
先

儒
数
家
の
説
を
採
択
し
て
以
て
之
に
就
く
の
み
。
足
下
の
か
静
す
か
所
以

抄
卦
は
何
如
ぞ
や
。
(
略
)
。
(
嘗
聞
之
。
学
之
道
非
汲
汲
乎
辞
也
、

。
必
其
心
有
以

自
得
之
、
則
其
見
乎
辞
者
、
非
得
巳
也
。
是
以
古
之
立
言
者
、
其
辞
粋
然
、
不
期

以
異
世
俗
、
後
之
読
之
者
、
知
其
卓
然
非
世
俗
之
士
。
今
足
下
之
詞
富
夫
。
其
主

意
立
説
高
夫
。
然
類
多
採
抵
先
儒
教
家
之
説
以
就
之
耳
。
足
下
之
所
以
自
得
者
何

如
哉
。
)
(
『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
九
「
答
林
轡
」
第
一
書
。
晩
年
)

「
自
得
」
が
表
現
の
核
に
な
る
と
い
う
言
い
方
に
注
意
さ
れ
た
い
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
、
文
章
を
支
え
る
　
「
自
得
」
　
の
内
容
を
問
う

と
と
も
に
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
文
章
表
現
と
い
う
問
題

領
域
に
、
士
と
し
て
の
生
き
方
を
本
当
に
つ
か
む
と
い
う
こ
と
を
持
ち
込
む
こ

と
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
文
章
表
現
と
い
う
こ
と
で
は
、
科
挙
と
い
う
場
が
も
と

よ
り
問
題
と
な
る
。
自
分
の
文
章
を
み
て
く
れ
と
い
う
林
轡
の
働
き
か
け
も
、

こ
の
科
挙
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
来
貢
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
科
挙
と
の
関
係

に
お
い
て
は
、
こ
の
　
「
自
得
」
　
と
い
う
こ
と
と
文
章
作
成
と
の
関
わ
り
は
、
次

の
発
言
の
よ
う
な
事
柄
で
あ
っ
た
。

科
挙
を
論
じ
て
　
(
先
生
は
)
　
い
わ
れ
た
。
科
挙
が
人
を
累
わ
す
の
で
は
な

い
。
人
が
科
挙
に
累
わ
さ
れ
る
の
だ
。
高
い
見
識
が
あ
る
士
は
、
聖
賢
の

書
を
読
み
、
自
身
が
わ
か
っ
た
こ
と
に
依
拠
し
て
文
章
を
作
成
し
て
科
挙

に
対
応
し
、
合
否
の
得
失
利
害
は
考
慮
の
外
に
置
く
の
で
、
毎
日
科
挙
に

応
じ
て
も
、
累
わ
さ
れ
な
い
の
だ
。
現
代
に
あ
っ
て
、
も
し
孔
子
が
ふ
た

た
び
生
ま
れ
た
な
ら
、
や
は
り
科
挙
に
応
じ
る
こ
と
は
免
れ
ま
い
。
し
か

し
な
が
ら
科
挙
が
ど
う
し
て
孔
子
を
累
わ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
持
っ
て

生
ま
れ
た
資
質
に
よ
り
余
計
な
こ
と
に
は
煩
わ
さ
れ
ず
、
が
ん
ば
っ
て
こ

こ
に
力
を
向
け
る
こ
と
な
ど
不
要
な
お
方
な
の
だ
。
(
略
)
。
(
嘗
論
科
挙
云
、

非
是
科
挙
累
人
、
自
是
人
累
科
挙
。
若
高
見
遠
識
之
士
、
読
聖
賢
之
書
、
拠
吾
所

見
而
為
文
以
応
之
、
得
失
利
害
置
之
度
外
、
堆
日
日
応
挙
、
亦
不
累
也
。
居
今
之

世
、
使
孔
子
復
生
、
也
不
免
応
挙
。
然
豊
能
累
孔
子
耶
。
自
有
天
資
不
累
於
物
、

不
須
多
用
力
以
治
之
者
。
)

(
『
朱
子
語
類
』
馨
一
三
-
一
五
七
、
童
伯
羽
録
)

右
の
　
「
自
得
」
　
が
こ
こ
で
は
　
「
菩
所
見
」
　
に
あ
た
る
。
「
得
失
利
害
」
　
を
想
う
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の
が
　
「
累
」
　
で
あ
る
。
科
挙
合
格
の
た
め
に
文
章
技
術
の
訓
練
に
と
ら
わ
れ
る

と
、
そ
れ
は
合
格
の
た
め
の
功
利
の
心
か
ら
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
心
を

だ
め
に
し
か
ね
な
い
。
科
挙
は
避
け
が
た
い
の
だ
が
、
し
か
し
　
「
聖
賢
の
書
を

読
む
」
学
び
、
そ
も
そ
も
の
心
の
陶
冶
こ
そ
が
学
び
の
枢
要
な
課
題
で
あ
り
、

文
章
は
、
あ
く
ま
で
心
が
本
当
に
わ
か
っ
た
こ
と
の
結
果
の
自
ず
か
ら
な
る
表

現
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
科
挙
の
合
格
不
合
格
が
先
に
立
つ
の
で
は
な
い
の
だ
、

と
。
こ
の
よ
う
な
科
挙
観
、
文
章
観
に
立
て
ば
、
科
挙
の
合
否
も
相
対
視
で
き

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
科
挙
に
対
す
る
意
識
に
お
い
て
言
え
ば
、
科
挙
の
学
と
の
対
極
に
置

か
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
道
文
一
致
の
文
章
論
は
、
「
為
己
の
学
」
　
の
主
張
と

並
行
す
る
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
自
身
の

向
上
の
た
め
の
学
び
(
為
己
の
学
)
」
　
と
い
う
主
張
を
、
科
挙
に
関
わ
る
文
章
表

現
の
学
と
い
う
問
題
領
域
に
お
い
て
支
え
る
の
が
、
道
と
文
と
の
一
致
と
い
う

彼
の
文
章
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
為
己
の
学
」
と
い

う
と
、
本
節
冒
頭
の
よ
う
に
、
科
挙
の
学
と
の
対
立
面
が
一
見
強
調
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
道
文
一
致
の
論
は
、
科
挙
の
相
対
視
を
説
く
点
で
科
挙
へ
の
埋
没
を

批
判
す
る
視
点
を
提
起
は
す
る
が
、
孔
子
が
こ
の
宋
代
に
生
ま
れ
れ
ば
と
い
う

喩
え
の
よ
う
に
、
科
挙
と
い
う
場
を
ま
っ
た
く
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
な

い
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
　
「
為
己
の
学
」
　
と
い
う
主
張
を
か
え
り
み
る
と
、
こ
の

「
為
己
の
学
」
　
と
い
う
意
識
の
枠
に
の
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
科
挙
の
場
に

い
る
こ
と
は
理
念
上
は
拒
否
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
に
、
朱
某
の
理
念
の
よ
く
言
え
ば
奥
行
き
、
悪
く
言
え
ば
端
か
ら
み
た
と
き

の
あ
い
ま
い
さ
が
あ
る
。
た
だ
し
朱
薫
の
主
観
か
ら
す
れ
ば
、
科
挙
を
拒
否
し

な
い
こ
と
と
そ
の
弊
害
に
警
戒
す
る
こ
と
と
は
一
貫
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ

う
。
科
挙
に
埋
没
す
る
こ
と
を
批
判
し
っ
つ
、
し
か
し
科
挙
を
全
面
的
に
否
定

す
る
の
で
も
な
い
、
す
な
わ
ち
二
者
択
一
で
は
な
い
、
科
挙
(
に
お
け
る
功
利
)

批
判
と
科
挙
に
の
る
こ
と
と
を
両
立
さ
せ
た
　
「
学
び
」
　
の
像
、
科
挙
像
と
い
う

も
の
を
、
朱
薫
は
提
起
す
る
の
で
あ
る
〔
⑳
〕
。

で
は
、
そ
の
思
想
の
受
容
者
た
ち
は
、
こ
の
「
為
己
の
学
」
と
い
う
「
学
び
」

の
意
識
を
ど
う
受
け
と
め
た
か
。
朱
薫
の
思
想
と
言
葉
が
流
通
す
る
現
場
に
戻

り
、
そ
の
言
葉
の
一
次
受
容
者
の
心
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
、
人
々
を
「
学
び
」

に
誘
う
理
念
と
し
て
こ
の
言
葉
が
機
能
す
る
姿
が
立
ち
現
れ
る
。

四
　
「
為
己
の
学
」
と
朱
裏
門
人
達

来
貢
思
想
の
受
容
者
の
意
識
を
み
る
前
に
、
科
挙
に
対
す
る
諸
階
層
の
あ
り

得
べ
き
意
識
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
科
挙
は
こ
の
末
代
で
は
、
社
会
身
分
、
特
に
士

庶
の
分
と
そ
こ
に
と
も
な
う
社
会
資
産
の
再
分
配
機
構
と
し
て
機
能
し
た
。
科

挙
に
よ
ら
な
い
身
分
獲
得
ル
ー
ト
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
も
科
挙
の
補
完

と
し
て
あ
る
の
で
あ
り
、
科
挙
シ
ス
テ
ム
の
全
体
が
士
庶
の
分
と
狭
義
の
「
士
」

の
身
分
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
科
挙
に
向
か
う
意
識
は
、
社
会
階

層
ご
と
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
a
、
現
在
、
士
の

身
分
(
進
士
資
格
を
持
つ
こ
と
と
ほ
ぼ
同
義
)
を
持
ち
官
と
し
て
高
い
地
位
に
い

る
層
は
、
蔭
ル
ー
ト
も
あ
り
、
高
望
み
し
な
け
れ
ば
次
世
代
も
士
の
身
分
は
ほ

ぼ
確
保
で
き
る
。
し
か
し
身
分
は
持
っ
て
い
て
も
、
b
、
中
く
ら
い
、
或
い
は
、

C
、
下
級
の
官
に
い
る
層
の
一
族
は
、
次
世
代
に
科
挙
合
格
者
が
で
な
け
れ
ば

士
の
身
分
を
失
い
、
一
方
、
合
格
者
が
出
れ
ば
一
族
の
身
分
は
安
泰
と
い
う
位
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匿
に
い
る
。
d
、
地
方
試
験
に
受
か
っ
て
本
試
験
に
受
か
ら
な
い
と
い
う
層
(
第

二
節
所
引
の
横
暴
な
振
る
舞
い
の
士
人
の
よ
う
な
存
在
)
　
は
、
学
べ
ば
も
う
少
し
で

身
分
あ
る
地
位
を
獲
得
で
き
る
と
い
う
位
置
に
お
り
、
e
、
身
分
を
持
た
な
い

庶
人
の
富
裕
層
は
、
学
べ
ば
あ
わ
よ
く
ば
身
分
あ
る
地
位
を
獲
得
し
て
庶
か
ら

離
陸
で
き
る
と
い
う
位
置
に
い
る
。
f
、
庶
人
の
富
裕
で
な
い
層
は
、
資
質
が

あ
っ
て
も
特
別
な
機
会
に
恵
ま
れ
な
け
れ
ば
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

上
昇
志
向
を
持
つ
こ
と
も
な
か
な
か
無
理
な
状
態
に
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る
と
、

科
挙
の
学
び
は
、
b
、
C
、
d
、
e
の
層
、
特
に
C
～
e
層
に
切
実
で
あ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
朱
薫
の
門
人
達
が
朱
某
の
　
「
学
」
　
意
識
を
ど
う
み

た
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

か
つ
て
筆
者
は
、
現
存
『
朱
文
公
文
集
』
で
書
簡
が
多
数
通
(
十
通
以
上
)

残
る
宛
人
と
、
『
朱
子
語
類
』
で
多
数
条
(
百
条
以
上
)
記
録
し
て
い
る
記
録
者

を
調
査
し
、
朱
薫
の
四
～
六
十
代
に
彼
に
師
事
し
た
人
々
の
中
で
、
こ
の
両
者

が
重
な
っ
て
朱
薫
と
の
関
係
が
比
較
的
親
密
と
み
な
せ
る
門
人
十
六
名
を
抽
出

し
、
そ
の
出
自
と
師
事
の
様
々
な
機
縁
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
靡
徳
明
、

楊
方
、
黄
幹
、
李
閏
祖
、
鄭
可
学
、
陳
淳
(
以
上
、
福
建
内
出
身
も
し
く
は
居
住
)
、

程
端
蒙
、
播
時
挙
、
輔
広
、
勝
瑞
、
董
鉄
、
周
讃
、
陳
文
蔚
、
黄
昏
、
万
人
傑
、

呉
必
大
(
以
上
、
福
建
外
出
身
)
カ
が
、
そ
の
十
六
名
で
あ
る
〔
⑳
〕
。

彼
ら
の
出
自
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
方
試
験
合
格
と
か
、
父
の
代
は
地
方

、
官
ク
ラ
ス
の
士
人
層
と
か
、
お
お
む
ね
右
に
の
べ
た
C
～
e
層
に
あ
た
り
、
科

挙
シ
ス
テ
ム
文
化
の
枠
の
中
に
い
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
人
々
に
と

っ
て
の
学
び
と
は
、
多
少
の
疑
問
を
持
つ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
朱
諷
思
想
に
出

会
う
前
は
、
科
挙
の
訓
練
が
基
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
多
数
の
門
人

の
象
徴
と
し
て
の
こ
の
十
六
名
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

資
料
の
残
り
方
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
科
挙
に
距
離
を
置
く
言

葉
が
あ
ろ
う
と
、
朱
薫
の
思
想
が
語
ら
れ
読
ま
れ
る
場
が
ま
さ
に
科
挙
シ
ス
テ

ム
文
化
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
し

た
場
の
中
で
、
朱
薫
の
言
葉
は
人
々
に
ど
う
働
き
か
け
て
い
っ
た
の
か
。

こ
の
十
六
名
の
中
に
は
、
科
挙
の
学
と
　
「
為
己
の
学
」
　
と
を
対
置
軸
上
に
置

い
た
上
で
、
後
者
の
来
貢
の
学
に
ひ
か
れ
た
と
目
さ
れ
る
人
々
が
何
人
か
い
る
。

一
方
、
「
為
己
の
学
」
　
と
い
う
こ
と
を
開
き
な
が
ら
、
し
か
し
そ
れ
を
科
挙
と

対
置
す
る
の
で
は
な
く
科
挙
に
向
か
う
者
も
い
た
。
そ
の
人
に
と
っ
て
は
、
科

挙
に
向
か
う
の
は
合
格
の
た
め
で
は
な
く
、
「
為
己
の
学
」
　
の
延
長
に
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
進
士
資
格
を
す
で
に
持
ち
な
が
ら
来
貢
に
師
事
す

る
者
も
い
た
。
「
為
己
の
学
」
　
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
科
挙
の

学
と
特
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
も
の
と
し
て
聞
こ
え
た
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
の
、
来
貢
が
唱
え
る
　
「
学
」
　
と
い
う
も
の
を
科
挙
と
対
置
さ
せ
て

聞
い
た
人
と
し
て
、
董
鉄
と
周
韻
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
人
の
師
事
機

縁
を
述
べ
る
件
り
で
、
資
料
は
、
「
そ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
す
べ
て
棄
て
て
、

大
学
、
中
庸
、
論
語
、
孟
子
の
諸
書
を
取
っ
て
、
昼
も
夜
も
じ
っ
く
り
学
習
し

た
」
　
と
か
、
「
自
身
の
学
問
を
す
べ
て
棄
て
て
　
(
朱
某
の
学
を
)
学
ん
だ
」
　
と
い

っ
た
こ
と
を
、
書
き
と
め
て
い
る
。
「
棄
て
」
ら
れ
た
学
が
科
挙
の
た
め
の
学
、

他
方
、
「
為
己
の
学
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
新
た
に
選
択
さ
れ
た
学
が
、

来
貢
の
立
場
か
ら
の
真
の
学
び
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朱
薫
説
を
聞
い
た
者
に

対
し
、
「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
の
根
拠
を
語
る
言
葉
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、

朱
薫
の
学
の
理
念
が
二
人
の
心
に
働
き
か
け
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

す
な
わ
ち
、
董
鉄
、
字
は
叔
重
(
二
五
二
～
一
二
一
四
)
、
餞
州
徳
輿
の
人
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は
、
そ
の
一
族
董
氏
は
徳
興
県
の
「
著
姓
」
で
官
に
も
人
を
代
々
出
し
て
お
り
、

父
の
董
埼
は
朱
薫
の
祖
父
未
森
の
夫
人
の
弟
程
鼎
に
春
秋
を
学
ん
だ
が
官
に
は

就
か
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
出
自
は
先
の
C
～
e
の
層
に
あ
た
る
。
墓

誌
銘
は
、
彼
と
朱
薫
と
の
出
会
い
を
、
こ
の
程
鼎
の
息
子
の
程
洵
の
紹
介
に
よ

る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
　
(
『
勉
斎
集
』
巻
三
八
　
「
董
県
尉
墓
誌
銘
」
)
。

既
に
冠
し
、
郷
の
儒
先
の
程
公
洵
に
従
い
薛
ぶ
。
公
の
語
る
に
晦
庵
先
生

の
人
を
教
う
る
所
以
の
者
を
以
て
す
。
叔
重
尽
く
学
ぶ
所
を
棄
て
、
大
学
、

中
庸
、
語
、
孟
の
諸
書
を
取
り
、
日
夜
玩
習
す
。
(
既
冠
、
従
郷
之
儒
先
程

公
洵
済
。
公
語
以
晦
庵
先
生
所
以
教
人
者
。
叔
重
尽
棄
所
学
、
取
大
学
中
庸
語
孟

諸
書
、
日
夜
玩
習
。
)

そ
の
後
、
董
鉄
は
来
貢
六
十
六
歳
以
降
、
建
陽
の
竹
林
精
舎
の
講
学
で
塾
頭
の

よ
う
な
地
位
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
彼
は
朱
薫
没
後
の
晩
年
に
特
奏
名
に

よ
る
も
の
か
、
進
士
資
格
を
得
て
い
る
。
ま
た
周
譲
、
字
は
舜
弼
(
二
四
一

～
一
二
〇
一
)
、
南
康
軍
建
昌
の
人
、
の
墓
誌
銘
は
、
郷
里
南
康
軍
の
知
事
と
し

て
赴
任
し
て
き
た
朱
薫
と
出
会
う
場
面
を
次
の
よ
う
に
い
う
(
『
勉
斎
集
』
巻
三

八
　
r
周
舜
弼
墓
誌
銘
」
)
。

か
ら

文
公
朱
晦
庵
先
生
南
康
に
守
た
り
。
君
は
衣
を
描
げ
て
門
に
登
り
、
尽

く
其
の
学
を
棄
て
て
学
ぶ
。
(
文
公
朱
晦
庵
先
生
守
南
康
。
君
福
衣
登
門
、
尽

棄
共
学
而
学
蔦
。
)

彼
は
　
「
両
た
び
郷
斉
に
預
か
る
」
　
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
朱
薫
と
の
出
会
い

の
時
点
で
は
科
挙
を
志
向
す
る
広
い
意
味
で
の
　
「
士
」
　
の
位
置
に
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
こ
の
四
十
歳
の
出
会
い
で
、
彼
は
科
挙
か
ら
離
脱
す
る
。
そ

の
後
は
た
び
た
び
遠
路
福
建
の
朱
薫
の
も
と
を
訪
れ
た
ら
し
く
、
ま
た
、
朱
薫

の
没
時
に
は
、
偽
学
の
禁
が
厳
し
い
中
、
六
十
歳
を
越
え
る
も
南
康
の
朱
門
を

引
き
連
れ
て
夜
を
徹
し
て
駆
け
つ
け
葬
儀
に
参
加
し
た
、
と
墓
誌
銘
は
い
う
〔
⑫
〕
。

一
方
、
来
貢
の
　
「
学
」
　
意
識
を
聞
き
な
が
ら
、
し
か
し
そ
れ
を
科
挙
の
学
と

対
置
す
る
の
で
は
な
く
、
科
挙
シ
ス
テ
ム
の
場
に
そ
の
ま
ま
居
続
け
た
者
と
し

て
、
程
端
蒙
、
輔
広
が
い
る
。

す
な
わ
ち
、
程
端
蒙
、
字
正
思
二
一
四
三
～
二
九
こ
は
、
健
州
都
陽
の

人
。
朱
薫
に
「
程
君
正
思
墓
表
」
(
『
朱
集
』
葛
九
〇
)
、
祖
父
汝
能
の
墓
表
が
あ

り
　
(
同
、
巻
九
〇
「
程
君
公
才
墓
表
」
)
、
両
墓
表
に
よ
る
と
、
そ
の
族
は
庶
の
世

界
に
お
り
、
端
蒙
に
至
っ
て
科
挙
の
学
に
向
う
。
淳
無
三
年
(
一
一
七
六
)
　
の

朱
薫
の
要
源
墓
参
時
に
朱
薫
に
初
見
、
端
蒙
三
十
四
歳
。
三
十
八
歳
の
と
き
に

太
学
に
入
る
。
朱
薫
の
五
十
歳
、
知
南
康
軍
の
と
き
以
降
に
本
格
的
に
師
事
し

た
。
そ
の
後
、
来
貢
の
唐
仲
友
弾
劾
に
発
し
て
唐
仲
友
の
背
後
に
い
た
宰
相
王

准
が
道
学
排
除
策
を
行
う
の
に
遇
い
、
科
挙
で
こ
れ
に
抗
議
す
る
答
案
を
書
い

て
不
合
格
、
郷
里
に
帰
り
病
死
し
た
。
ま
た
、
輔
広
、
字
漠
卿
は
、
嘉
興
府
崇

徳
の
人
。
は
じ
め
呂
祖
謙
に
学
び
、
後
に
朱
薫
に
師
事
。
呂
祖
謙
の
死
は
淳
無

八
年
(
二
八
一
)
　
で
輔
広
の
朱
薫
師
事
は
紹
無
五
年
(
一
一
九
四
)
　
か
ら
。
そ

の
間
は
科
挙
の
勉
学
に
い
そ
し
む
。
『
宋
元
学
案
』
は
四
回
落
ち
た
と
い
う
(
巻

六
四
「
朝
奉
輔
伝
胎
先
生
広
」
)
。
そ
の
一
回
は
朱
某
師
事
開
始
後
の
党
禁
の
さ
中
、

慶
元
五
年
〓
一
九
九
)
　
で
あ
っ
た
。
状
勢
か
ら
す
る
と
、
こ
の
時
点
で
朱
門

に
在
る
こ
と
ま
た
そ
の
学
を
学
ぶ
こ
と
は
科
挙
の
合
格
か
ら
遠
ざ
か
る
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
状
勢
で
も
、
否
こ
の
状
勢
だ
か
ら
こ
そ
か
、
朱
薫
説
を
学

ぶ
こ
と
が
彼
に
は
科
挙
に
距
離
を
置
く
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
両
名
は
、
科
挙
の
学
に
対
置
す
べ
き
「
為
己
の
学
」
　
と
し
て
朱
薫
の

学
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
合
格
が
果
た
せ
る
と
み
な
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
「
為
己
の
学
」
　
そ
れ
自
体
を
遂
行
す
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
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て
科
挙
の
答
案
を
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。

第
三
の
、
朱
薫
の
　
「
学
び
」
　
を
受
け
入
れ
つ
つ
科
挙
の
学
と
は
無
縁
の
学
び

と
な
る
あ
り
方
と
し
て
は
、
進
士
資
格
を
得
て
か
ら
朱
薫
に
師
事
す
る
と
か
、

科
挙
合
格
以
前
か
ら
師
事
し
て
合
格
後
も
師
事
し
て
い
る
と
か
、
も
と
も
と
科

挙
志
向
を
持
た
な
い
と
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
進
士
資
格
を
得
て
か

ら
師
事
し
た
人
と
し
て
、
廓
徳
明
、
楊
方
が
お
り
、
合
格
後
も
師
事
し
て
い
る

人
と
し
て
勝
瑞
が
お
り
、
資
料
か
ら
は
科
挙
志
向
を
断
念
し
た
か
強
く
は
持
た

な
い
と
み
ら
れ
る
人
と
し
て
万
人
傑
が
い
る
。
一
々
は
説
明
し
な
い
が
、
こ
う

し
た
ケ
ー
ス
の
場
合
は
、
科
挙
と
は
無
縁
に
　
「
為
己
」
　
と
い
う
こ
と
が
受
け
と

め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

.
以
上
の
ま
と
め
と
し
て
、
朱
某
の
　
「
学
」
　
意
識
を
聞
い
た
彼
ら
朱
某
説
の
一

次
受
容
者
に
と
つ
て
の
　
「
為
己
の
学
」
　
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。

科
挙
に
合
格
し
た
場
合
や
、
不
合
格
に
な
り
再
受
験
し
な
い
場
合
に
は
、
一

般
的
に
は
科
挙
の
訓
練
の
た
め
の
学
び
は
、
や
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し

か
し
、
学
び
を
　
「
自
身
の
向
上
の
た
め
」
　
と
捉
え
る
と
き
に
は
、
こ
の
い
ず
れ

の
場
合
で
も
、
学
び
を
や
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
科
挙
に
合

格
し
た
場
合
は
、
官
界
に
入
り
「
経
世
済
民
」
の
理
念
の
実
現
へ
向
け
て
、
「
修

己
治
人
」
　
の
学
び
が
求
め
ら
れ
る
。
「
己
の
為
め
」
　
に
学
ぶ
と
い
う
理
念
は
む

ヽ

七
ろ
こ
の
と
き
に
こ
そ
必
要
と
な
る
。
科
挙
合
格
後
に
朱
薫
に
師
事
し
始
め
た

者
も
い
る
が
、
こ
れ
は
、
科
挙
の
勉
強
と
関
わ
り
な
く
、
朱
真
説
を
　
「
自
身
の

向
上
の
た
め
」
　
の
も
の
と
し
て
求
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
科
挙
に

合
格
せ
ず
再
受
験
も
し
な
い
場
合
、
一
般
的
に
は
そ
の
人
は
、
狭
い
意
味
で
の

地
域
社
会
か
ら
離
陸
せ
ず
、
で
き
ず
に
、
お
お
む
ね
そ
の
地
域
社
会
の
有
力
者

あ
る
い
は
地
方
官
の
幕
僚
、
ま
た
科
挙
の
た
め
の
教
師
と
し
て
、
地
域
に
埋
も

れ
て
生
き
る
こ
と
に
な
る
〔
⑬
)
。
そ
の
と
き
、
先
に
第
二
節
で
朱
薫
「
勧
諭
梯
」

の
「
務
め
は
己
に
克
ち
人
を
利
す
る
に
在
り
。
…
豊
に
強
を
侍
み
て
弱
を
凌
ぎ
、

富
を
以
て
貧
を
呑
む
可
け
ん
や
。
」
　
と
い
う
言
葉
を
引
い
た
が
、
そ
の
地
域
の

民
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
「
士
」
　
と
し
て
生
き
る
自
覚
が
必
要
と
な
る
。
「
自

身
の
向
上
の
た
め
」
　
の
学
び
と
い
う
理
念
は
、
こ
の
要
請
に
言
葉
を
提
供
す
る

も
の
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
と
よ
り
「
為
己
の
学
」
と
い
う
言

葉
を
、
科
挙
受
験
と
の
二
者
択
一
的
な
も
の
と
し
て
聞
い
て
科
挙
に
距
離
を
置

い
た
者
は
、
自
覚
的
に
科
挙
と
切
り
離
し
っ
つ
、
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
科
挙

を
志
向
し
な
い
者
は
、
素
直
に
こ
の
言
葉
を
　
「
自
身
の
向
上
の
た
め
に
学
ぶ
」

と
文
字
通
り
に
受
け
と
め
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
象
徴
と
し
て
の
十
六
名
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
様
々
な
ケ
ー
ス
を
み

る
と
、
彼
ら
一
次
受
容
者
の
主
観
に
即
し
て
は
、
科
挙
に
合
格
す
れ
ば
や
め
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
な
科
挙
の
　
「
学
び
」
　
と
は
異
な
り
、
「
為
己
の
学
」

と
い
う
理
念
は
、
士
と
し
て
の
特
権
が
結
果
的
に
享
受
で
き
る
者
に
も
で
き
な

い
者
に
も
、
生
涯
の
　
「
学
び
」
　
の
世
界
を
開
示
し
、
学
ぶ
こ
と
の
自
発
的
根
源

を
語
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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五
　
結
び
に

人
は
社
会
生
活
を
全
人
と
し
て
生
き
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
社
会
階
層
の
分

化
、
権
力
の
再
配
分
の
平
和
的
手
段
と
し
て
試
験
が
用
い
ら
れ
る
と
き
に
、
生

き
る
こ
と
が
そ
の
評
価
基
準
に
従
っ
て
局
部
的
に
切
り
取
ら
れ
て
評
価
さ
れ

る
。
そ
の
と
き
全
人
と
し
て
生
き
る
と
か
、
学
ぶ
こ
と
そ
れ
自
体
に
基
準
が
置

か
れ
る
と
か
と
い
う
の
で
は
な
く
、
学
ぶ
こ
と
そ
れ
自
体
か
ら
す
れ
ば
外
か
ら
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の
枠
に
よ
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
学
び
は
、

自
発
性
、
持
続
性
を
持
た
な
く
な
る
。
朱
貢
の
「
為
己
の
学
」
と
い
う
理
念
は
、

学
び
が
生
き
る
こ
と
か
ら
乗
離
し
て
い
く
弊
害
を
洞
察
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
の
こ
の
理
念
は
、
科
挙
の
学
を
学
び
つ
つ
そ
の
弊
害
に

気
づ
き
悩
む
者
、
ま
た
科
挙
の
学
に
批
判
的
な
者
の
共
感
を
得
て
い
く
。
そ
の

共
感
は
、
「
学
ぶ
」
　
と
い
う
こ
と
を
拒
否
す
る
方
向
に
で
は
な
く
、
士
と
し
て

の
生
き
方
と
い
う
真
の
学
び
を
問
う
こ
と
に
人
を
向
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ

の
「
士
」
と
い
う
あ
り
方
は
、
科
挙
の
外
で
生
き
る
士
が
い
る
で
は
あ
ろ
う
が
、

こ
の
末
代
以
降
、
広
い
意
味
で
は
科
挙
に
支
え
ら
れ
る
。
朱
薫
の
親
密
な
門
人

事
例
十
六
名
の
出
自
、
師
事
機
縁
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
学
び
」
　
と
い
う
こ
と

の
需
要
は
、
こ
の
時
代
、
こ
の
科
挙
シ
ス
テ
ム
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ
か
ら
す
る
と
、
自
身
の
向
上
の
た
め
に
学
ぶ
と
い
う
、
科
挙
に
距
離
を
置
く

か
の
よ
う
な
主
張
に
有
効
性
を
発
揮
さ
せ
る
の
も
、
科
挙
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
科
挙
の
学
び
と
士
の
生
き
方
の
学
び
と
の
境
界
を
刺

激
す
る
朱
薫
の
理
念
は
、
科
挙
を
通
過
す
る
人
々
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
不

合
格
者
や
科
挙
断
念
者
、
ま
た
科
挙
に
そ
も
そ
も
向
か
わ
な
い
人
に
対
し
て
も
、

広
い
意
味
で
の
学
び
に
結
果
的
に
は
人
々
を
い
ざ
な
う
。
そ
れ
は
、
「
士
」
　
で

あ
る
こ
と
、
「
士
」
　
と
な
る
こ
と
へ
の
関
心
を
呼
び
覚
ま
し
、
科
挙
に
向
か
う

人
々
の
す
そ
野
が
拡
大
す
る
の
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
も
機
能
す
る
で
あ
ろ

う
。
朱
真
説
が
浸
透
す
る
力
の
一
端
は
、
一
次
受
容
者
に
即
し
て
み
て
い
く
と
、

こ
の
よ
う
な
所
に
あ
る
と
い
え
よ
う
〔
⑭
〕
。

注①
　
市
来
は
、
『
朱
某
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
、
に
お
い
て
、

朱
薫
の
言
説
を
朱
某
と
そ
の
交
遊
者
・
門
人
ら
と
の
共
同
の
産
物
と
見
て
、
彼
ら
の

言
葉
の
生
成
の
現
場
の
復
原
を
は
か
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
朱
薫
の
書
簡
と
語
録

資
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
貢
の
言
葉
が
そ
の
一
次
受
容
者
の
心
に
対
し
て

働
き
か
け
る
機
能
を
追
跡
し
、
関
連
す
る
諸
問
題
を
提
起
し
た
。
こ
の
拙
著
に
対
し

て
こ
れ
ま
で
、
土
田
健
次
郎
氏
　
(
「
創
文
」
　
四
四
七
号
、
二
〇
〇
二
年
)
、
吾
妻
重
二

氏
　
(
「
集
刊
東
洋
学
」
　
八
九
号
、
二
〇
〇
三
年
)
、
寺
地
遵
氏
　
(
「
史
学
研
究
」
　
二
四
三

号
、
二
〇
〇
四
年
)
　
の
三
氏
か
ら
書
評
を
賜
り
、
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
そ
の
中
で
、
吾
妻
重
二
氏
は
、
門
人
に
お
け
る
朱
某
説
の
受
容
の
問
題
と
、

科
挙
と
朱
某
説
と
の
親
和
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
性
急
に
結
び
つ
け
て
説

明
し
よ
う
と
す
る
の
は
危
う
い
と
い
う
意
味
の
問
題
提
起
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
　
(
吾

妻
氏
一
〇
一
貫
)
。
本
稿
は
、
拙
著
で
は
各
所
に
分
散
し
て
し
ま
っ
て
い
さ
さ
か
説
明

不
足
と
な
っ
た
感
が
あ
る
こ
の
二
つ
の
問
題
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
再
度
考
え
て
み

た
い
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
事
情

か
ら
、
本
稿
の
使
用
資
料
は
ほ
ぼ
拙
著
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お

許
し
い
た
だ
き
た
い
。

②
　
科
挙
に
　
「
シ
ス
テ
ム
」
　
の
語
を
つ
け
る
の
は
、
注
①
市
来
書
「
序
説
」
注
　
(
2
)
　
で

も
ふ
れ
た
が
、
狭
い
意
味
で
の
制
度
に
加
え
て
、
制
度
の
中
で
試
験
官
や
時
代
の
風

向
に
よ
り
問
題
や
合
格
答
案
文
の
傾
向
が
変
化
し
た
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
士
人
の

文
章
傾
向
に
影
響
が
で
る
な
ど
、
科
挙
を
支
え
る
文
化
が
科
挙
試
験
の
趨
勢
と
と
も

に
動
く
こ
と
を
合
意
さ
せ
、
科
挙
の
裾
野
の
文
化
を
含
め
て
動
態
的
な
像
と
し
て
科

挙
を
捉
え
る
た
め
で
あ
る
。
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③
　
本
段
落
の
記
述
、
身
分
特
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
高
橋
芳
郎
　
「
末
代
の
士
人
身

分
に
つ
い
て
」
　
(
r
史
林
」
　
第
六
九
春
第
三
号
、
一
九
八
六
年
。
の
ち
『
宋
-
清
身
分

法
の
研
究
』
北
大
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
)
、
参
照
。
本
文
、
所
引
『
清
明
集
』

資
料
も
こ
の
書
、
参
照
。
ま
た
大
澤
正
昭
『
主
張
す
る
　
(
愚
民
)
　
た
ち
ー
伝
統
中
国

の
紛
争
と
解
決
法
-
』
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
も
、
事
実
的
に
士
庶
の
接
点
を
考

う
る
参
考
と
な
る
。

④
　
伊
原
弘
　
「
中
国
知
識
人
の
基
層
社
会
-
末
代
温
州
永
嘉
学
派
を
例
と
し
て
-
」
　
(
「
思

想
」
　
八
〇
二
号
、
一
九
九
一
年
)
　
は
、
南
末
代
の
科
挙
の
枠
に
取
り
込
ま
れ
た
知
と

学
の
あ
り
方
を
、
真
の
意
味
で
は
　
「
知
の
海
に
乗
り
だ
そ
う
と
す
」
　
る
も
の
で
は
な

く
、
「
官
僚
の
基
礎
た
る
教
養
の
修
得
」
　
の
、
「
試
験
及
第
の
た
め
の
学
問
に
過
ぎ
な
」

い
　
「
学
習
」
　
の
時
代
だ
と
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

⑤
　
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
「
子
日
、
民
可
使
由
之
、
不
可
使
知
之
。
」
と
い
う
語
が
あ
り
、

『
集
注
』
は
、
「
民
可
使
之
由
於
是
理
之
当
然
、
而
不
能
使
之
知
其
所
以
然
也
。
○
程

子
日
、
聖
人
設
教
、
非
不
欲
人
家
喩
而
戸
噴
也
。
然
不
能
使
之
知
、
但
能
使
之
由
之

爾
。
若
日
聖
人
不
便
民
知
、
則
是
後
世
朝
四
暮
三
之
術
也
。
山
豆
聖
人
之
心
乎
」
　
と
も

い
う
　
(
四
十
代
後
半
)
　
が
、
よ
り
生
ま
の
言
葉
と
も
い
え
る
親
し
い
人
宛
て
の
一
書

簡
で
は
、
「
不
可
使
知
之
、
謂
凡
民
耳
。
学
者
固
欲
知
之
、
但
亦
須
積
累
洒
泳
、
由
之

而
熟
、
一
日
脱
然
自
有
知
処
、
乃
可
。
亦
非
可
使
之
追
求
知
也
。
」
　
(
『
朱
集
』
巻
三
九

「
答
蒋
伯
崇
」
　
第
二
書
。
一
一
六
三
年
、
朱
某
三
十
四
歳
頃
)
　
と
い
う
。
苑
念
徳
・

字
伯
崇
は
朱
某
夫
人
の
妹
の
夫
。
、

⑥
　
人
は
み
な
同
じ
あ
り
方
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
に
つ
い
て
は
、
「
中
庸
章
句
序
」

の
次
の
一
節
、
参
照
。
「
(
略
)
　
心
之
虚
霊
知
覚
、
一
而
巳
臭
。
而
以
為
有
人
心
道
心

之
異
者
、
則
以
共
成
生
於
形
気
之
私
、
或
原
於
性
命
之
正
、
而
所
以
為
知
覚
者
不
同
。

是
以
或
危
殆
而
不
安
、
或
微
妙
而
難
見
。
然
人
莫
不
有
是
形
、
故
錐
上
智
不
能
無
人

心
。
亦
莫
不
有
是
性
、
故
錐
下
愚
不
能
無
道
心
。
二
者
雑
於
方
寸
之
間
、
…
(
略
)
」
。

理
念
か
ら
言
え
ば
士
も
民
も
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
大
学
章
句
序
」
　
の
次

の
〓
即
、
参
照
。
「
(
略
)
　
三
代
之
隆
、
…
莫
不
有
学
。
人
生
八
歳
、
則
自
王
公
以
下
、

…
(
小
学
)
。
及
其
十
有
五
年
、
則
自
天
子
之
元
子
衆
子
、
以
至
公
・
卿
・
大
夫
二
冗

士
之
通
子
、
与
凡
民
之
俊
秀
、
皆
入
大
学
、
而
敏
之
以
窮
理
正
心
・
修
己
治
人
之
道
。

(
略
)
」
。
な
お
、
市
来
・
伊
東
貴
之
　
「
朱
子
学
」
　
(
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』
東
大
出

版
会
、
二
〇
〇
一
年
)
　
参
照
。

⑦
　
『
大
学
』
経
一
章
「
新
民
」
句
に
対
す
る
『
章
句
』
に
、
「
新
着
、
革
其
旧
之
謂
也
。

言
既
自
明
明
徳
、
又
当
推
以
及
人
、
使
之
亦
有
以
去
其
旧
染
之
汚
也
」
　
と
い
う
。

⑧
　
注
①
市
来
書
、
第
二
篇
第
二
章
第
二
節
「
朱
某
・
呂
祖
謙
詩
学
論
」
、
参
照
。

⑨
　
市
来
「
朱
薫
の
六
朝
評
-
道
文
一
致
の
論
か
ら
み
た
中
世
像
-
」
(
片
野
達
郎
柘
『
総

合
研
究
　
中
世
の
文
化
』
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
、
所
収
)
、
参
照
。
以
下
の
記
述

は
こ
の
論
文
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

⑳
　
朱
某
に
対
す
る
同
時
代
の
批
判
者
、
陸
九
淵
も
、
功
利
を
助
長
す
る
科
挙
に
批
判
的

で
あ
っ
た
　
(
「
白
魔
洞
書
院
論
語
講
義
」
)
。
そ
し
て
　
「
本
心
」
　
の
覚
醒
を
尊
重
す
る
そ

の
思
想
か
ら
み
る
と
、
朱
某
の
姿
勢
は
、
文
字
言
語
を
中
心
と
す
る
学
び
に
條
き
、

科
挙
を
全
面
肯
定
す
る
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
た
ら
し
い
。
そ
う
し
た
文
字
言
語
中

心
の
学
び
を
陸
九
淵
は
厳
し
く
批
判
す
る
。
小
路
口
聡
　
「
事
実
の
楽
し
み
、
言
語
の

病
-
陸
九
淵
の
朱
子
学
批
判
・
続
編
」
　
(
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
七
集
、
一
九
九
九

年
)
。
そ
の
批
判
は
、
学
び
の
場
を
科
挙
の
外
に
向
か
わ
せ
る
よ
う
な
一
面
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
朱
薫
は
そ
の
学
問
の
方
法
論
と
し
て
、
「
事
物
の
道
理
を
窮
め

る
(
格
物
窮
理
)
」
と
い
う
こ
一
と
を
唱
え
る
。
こ
の
理
念
は
、
聖
賢
の
書
の
読
書
と
、

そ
の
結
果
わ
か
っ
た
こ
と
を
文
章
に
表
現
す
る
こ
と
を
、
心
の
陶
冶
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
必
然
の
も
の
と
し
て
組
み
込
む
も
の
で
あ
っ
た
。
朱
薫
も
科
挙
が
功
利
の
心
を
助
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長
す
る
の
を
批
判
は
す
る
が
、
し
か
し
こ
の
方
法
論
は
、
学
び
を
科
挙
か
ら
離
脱
さ

せ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
、
客
観
的
に
は
む
し
ろ
科
挙
と
い
う
場
に
も

適
合
す
る
学
問
方
法
論
で
も
あ
っ
た
。
注
①
市
来
書
、
第
二
篇
第
二
章
第
三
節
「
新

東
陸
門
蓑
壁
と
朱
某
」
、
参
照
。

⑫
　
注
①
市
来
書
、
第
二
篇
第
三
章
第
二
即
「
朱
某
五
、
六
十
代
の
門
人
、
交
遊
者
達
」

失業における「士」意識と「学」(市来)

⑫
参
照
。
以
下
の
論
述
は
、
朱
薫
の
　
「
学
」
意
識
の
門
人
に
お
け
る
受
容
パ
タ
ー
ン
を

検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
量
と
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
事
実
的
に

問
う
と
か
と
い
う
場
合
に
は
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。

同
じ
く
科
挙
に
距
離
を
置
い
た
人
と
し
て
、
陳
文
蔚
、
鄭
可
学
が
い
る
。
陳
文
蔚
、

字
は
才
卿
　
二
一
五
四
～
一
二
三
九
)
　
は
、
信
州
上
餞
の
人
。
そ
の
一
族
は
代
々
科

挙
に
志
す
が
進
士
に
ま
で
は
至
ら
ず
、
在
地
士
人
に
属
す
る
層
で
あ
っ
た
。
陳
文
蔚

を
朱
某
に
紹
介
し
た
の
は
、
郷
里
の
州
学
の
先
輩
の
余
大
雅
で
あ
る
。
余
氏
一
族
も

代
々
科
挙
を
志
し
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、
余
大
雅
は
地
方
試
験
に
は
通
っ
た
が
、
程

顕
初
伝
の
ダ
停
門
人
で
あ
っ
た
王
時
敏
と
交
渉
し
挙
業
に
距
離
を
置
く
気
持
ち
が
生

じ
て
い
た
。
そ
こ
で
　
「
為
己
の
学
」
　
を
唱
道
す
る
朱
某
の
評
判
を
聞
い
て
朱
薫
の
下

に
参
じ
た
。
挙
業
に
埋
没
す
る
こ
と
に
同
じ
く
迷
っ
て
い
た
陳
文
蔚
は
、
郷
里
の
先

輩
で
あ
る
こ
の
余
大
雅
の
紹
介
で
朱
某
と
出
会
っ
た
。
鄭
可
学
、
字
は
子
上
　
(
一
一

五
二
～
一
二
一
二
)
　
は
、
興
化
軍
青
田
の
人
。
省
試
に
二
度
失
敗
し
て
彼
が
人
生
に

迷
い
を
覚
え
て
い
た
と
き
に
、
r
為
己
の
学
」
　
を
唱
え
る
朱
某
の
こ
と
を
聞
い
て
三
十

六
歳
で
朱
某
に
参
じ
た
。
陳
窓
の
墓
誌
銘
は
そ
の
と
き
の
気
持
を
こ
う
語
る
。
「
我
始

以
莞
官
為
為
。
今
年
壮
、
乃
知
未
聞
道
為
尤
急
。
我
聞
朱
先
生
伝
道
之
統
、
真
所
感

学
也
」
　
(
『
復
斎
先
生
龍
図
陳
公
文
集
』
巻
二
一
「
持
斎
先
生
鄭
公
墓
誌
銘
」
)
。
ま
た
、

説
明
は
省
略
す
る
が
、
黄
幹
も
こ
こ
に
分
類
で
き
る
。

号
、
一
九
八
七
年
)
　
は
、
そ
の
諸
事
例
を
語
る
。

⑭
　
以
上
は
、
「
学
」
意
識
を
語
る
朱
某
の
言
葉
の
機
能
を
、
あ
く
ま
で
朱
薫
と
そ
の
直

接
の
門
人
と
の
間
で
限
定
的
に
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
為
己
の
学
」
意
識
は
、

二
伝
、
三
伝
く
ら
い
ま
で
は
伝
わ
っ
て
い
こ
う
が
、
「
朱
子
学
」
　
が
公
認
化
さ
れ
、
官

学
化
さ
れ
た
後
は
、
「
修
己
治
人
」
と
か
　
r
為
己
」
と
い
う
こ
と
を
、
自
発
的
に
で
は

な
く
答
案
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
が
出
来
す
る
。
そ
う
な
る
と
当
然
な
が
ら
理

念
の
形
骸
化
が
進
む
。
そ
う
な
っ
た
段
階
に
つ
い
て
は
、
別
に
考
察
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
ま
た
、
直
接
の
門
人
が
次
世
代
に
何
を
伝
え
得
る
か
、
そ
こ
で
何
が
変
わ
る

か
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
だ
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
初
歩
的
考
察
な
が
ら

市
来
「
陳
淳
論
序
説
-
「
朱
子
学
」
形
成
の
視
点
か
ら
-
」
　
(
r
東
洋
古
典
学
研
究
」

第
一
五
集
、
二
〇
〇
三
年
)
、
参
照
。

本
稿
は
、
平
成
一
四
～
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
　
(
基
盤
研
究
(
C
)

(
2
)
)
　
「
南
宋
後
期
に
お
け
る
　
「
朱
子
学
」
　
形
成
の
基
礎
的
研
究
」
　
(
代
表
・

個
人
)
、
及
び
平
成
一
三
～
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
　
(
基
盤
研
究
(
B
)

(
1
)
)
「
宋
代
士
大
夫
の
相
互
性
と
日
常
空
間
に
関
す
る
思
想
文
化
学
的
研
究
」

(
分
担
)
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

⑬
　
川
上
恭
司
「
科
挙
と
末
代
社
会
-
そ
の
下
第
士
人
問
題
-
」
　
(
「
待
兼
山
論
叢
」
　
二
一
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附
記

本
稿
は
'
二
〇
〇
四
年
八
月
一
六
～
二
〇
日
に
モ
ス
ク
ワ
市
で
開
か
れ
た

第
三
七
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
研
究
会
議
　
(
3
7
　
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

C
o
n
g
r
e
s
s
f
o
r
A
s
i
a
n
a
n
d
N
o
r
t
h
e
r
n
A
坤
l
e
a
n
S
t
u
d
i
e
s
　
略
称
I
C
A
N
A
S
)
の
大

会
で
発
表
(
印
刷
冊
子
提
出
・
配
布
)
し
た
翻
訳
英
文
論
文
の
元
の
日
本
語
原

稿
を
補
訂
へ
　
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

発
表
は
'
パ
ネ
ル
形
式
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
筆
者
は
t

r
S
o
c
i
a
l
 
a
n
d
 
C
u
l
t
u
r
a
l
 
E
f
f
e
c
t
s
 
o
f
t
h
e
 
E
s
t
a
b
l
i
s
h
m
e
n
t
o
f
C
i
v
i
l
 
S
e
r
v
i
c
e

E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
C
u
l
t
u
r
e
i
n
S
o
n
g
D
y
n
a
s
t
y
C
h
i
n
a
」

と
題
す
る
パ
ネ
ル
に
加
わ
り
発
表
し
た
。
パ
ネ
ル
は
'
日
本
人
の
司
会
へ
　
日

本
人
二
名
及
び
米
国
在
住
ベ
ル
ギ
ー
人
一
名
の
発
表
者
に
よ
る
国
際
共
同
パ

ネ
ル
を
組
ん
だ
。
討
論
は
'
発
表
者
同
士
で
事
前
に
論
文
を
読
み
あ
い
へ
　
自

身
の
発
表
後
へ
　
時
間
の
都
合
上
そ
れ
ぞ
れ
他
の
一
名
に
だ
け
コ
メ
ン
ト
す
る

と
い
う
方
式
を
と
っ
た
。
各
発
表
論
文
タ
イ
ト
ル
及
び
司
会
は
左
記
の
通
り
。

筆
者
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
'
と
も
に
パ
ネ
ル
を
組
織
化
し
て
く
だ
さ
っ

た
'
高
津
孝
教
授
へ
　
ヒ
ル
デ
・
デ
・
ク
エ
ル
デ
ト
博
士
へ
　
司
会
の
労
を
と
っ

て
く
だ
さ
っ
た
伊
原
弘
教
授
、
そ
し
て
筆
者
の
論
文
の
英
文
翻
訳
に
力
を
尽

く
し
て
く
だ
さ
っ
た
吉
田
真
弓
博
士
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

本
稿
は
'
以
上
の
よ
う
な
場
で
発
表
し
た
翻
訳
英
文
論
文
の
日
本
語
原
稿

を
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
の
日
文
論
文
は
へ
　
そ
の
英
文
翻
訳
が
そ
の
ま

ま
口
頭
発
表
の
本
文
に
近
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
考
え
へ
資
料
を
注
に
ま
わ

し
て
非
常
に
切
り
つ
め
た
構
成
と
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
資
料
を
本
文
に
戻

し
へ
　
元
の
原
稿
で
は
説
明
不
足
で
あ
っ
た
表
現
を
補
訂
し
た
。
ま
た
'
市
来

の
論
文
に
対
し
て
な
さ
れ
た
当
日
の
ヒ
ル
デ
・
デ
・
ウ
エ
ル
デ
ト
博
士
の
コ

メ
ン
ト
に
も
1
部
対
応
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
欧
米
向
け
と
日
本
向

け
と
に
記
述
が
交
錯
し
て
お
り
へ
　
本
誌
　
(
東
洋
古
典
学
研
究
)
　
の
読
者
に
は

い
わ
ず
も
が
な
の
事
項
も
混
じ
る
が
'
論
の
展
開
上
へ
削
除
は
難
し
く
'
読

者
の
ご
寛
恕
を
お
願
い
し
た
い
。
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司
会
　
　
H
i
r
o
s
h
i
l
h
a
r
a
伊
原
弘
,
J
o
s
a
i
l
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
U
n
i
v
e
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